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層

住
居

専
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地
域

第
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種
中

高
層

住
居
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地
域

工
業

地
域

地
区

計
画

の
規

制
数

値
平

成
１

７
年

３
月

２
８

日
策

定

平
成

２
２

年
３

月
３

１
日

改
正

延
岡

市
都

市
景

観
条

例
を

踏
ま

え
、

周
辺

の
環

境
・

景
観

と
の

調
和

が
図

ら
れ

る
よ

う
定

め
る

こ
と

。

　
原

則
と

し
て

生
垣

と
す

る
な

ど
、

周
辺

の
環

境
・

景
観

と
の

調
和

、
緑

地
の

現
況

、
地

区
特

性
等

を
考

慮
し

な
が

ら
、

垣
・

さ
く

の
構

造
等

に
つ

い
て

定
め

る
こ

と
。

(
注
１
)
た
だ
し
、
区
域
内
の
既

存
建

物
を

勘
案

し
て

定
め

る
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

(
注
２
)
区
域
内
の
既
存
の
建
築

物
は

、
上

記
の

事
項

を
適

用
除

外
と

す
る

。
た

だ
し

、
建

て
替
え
る
場
合
は
適
用
と
な
る
。

流
通
業
務
、
観
光
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
主
体
と
す
る


